
研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定基準 

・18 歳以上の初発一側大脳病変を有する脳梗塞または脳出血患者 

・発症から 90 日以内 

・指示内容を理解でき、かゆみ、痛み、めまいなどの症状を訴えることができる 

・麻痺側への座位姿勢の傾倒がある 

・Trunk Impairment Scale (TIS)が 15/21 点以下 

・手すりにつかまって閉眼で 30 秒以上座位保持可能 

除外基準 

 

・今回発症した疾病以外の神経疾患がある 

・前庭神経系に関わる耳鼻科的疾患がある 

・てんかん発作歴がある 

・頭部外傷の既往がある 

・ペースメーカーなど体内埋め込み型電子機器がある 

 

研究課題名： 

Galvanic 前庭刺激下での姿勢訓練による 

脳卒中片麻痺患者の座位バランス能力改善の検証 

乳様突起に微弱な電気刺激 

刺激を入れながら 

座位＆立位訓練 

早くに正しい座位姿勢が 

得られるようになるか、 

バランス機能改善が 

得られるか検証 

陽極側に傾く 

刺激群と対照（偽刺激）群 

 

1 日 1 回 20 分 

 

3 週間中 

最低 10 日間施行 

麻痺側に倒れこむ方が対象 

本研究は JSPS 科研費 JP24K20553 の助成を受けたものです。 
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